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基 本 理 念

地域中核病院として住民の健康を守り、
急性期から慢性期まで、

入院から在宅までの療養を支えます

基 本 方 針

患者中心の医療、福祉サービスを提供します。
患者のQOLの向上のために努力をします。
医療、看護、介護技術の質の向上に常に努力します。
地域との連携を大切にします。
医療従事者としての自覚を持ち、自己の研磨に努めます。

患 者 権 利 憲 章

当院ではインフォームド・コンセント（十分な情報提供に
基づく患者さん自身の選択）を大切にしています。
年齢、性別、国籍、宗教、病気の種類、社会的地位などに
かかわらず平等に治療を受けることができます。
病状、治療の内容、今後の見通しについて主治医からわかり
やすい言葉で説明を受け、十分な納得のうえで適切な治療
を選択することができます。
診療録の開示を受けることができます。
治療、検査、リハビリ、看護、介護、食事などに希望が
ある場合は、申し出ることができます。転院される場合は
必要な情報を提供します。
プライバシーや個人情報は保護されます。

≫ 診 療 科 目

内科・外科・小児科・整形外科・脳神経外科・眼科・
皮膚科・リハビリテーション科

≫ 病 床 数

回復期リハビリテーション病棟Ⅰ	 43床
回復期リハビリテーション病棟Ⅰ	 42床
一般病棟	 	 	 30床
　（内、地域包括ケア病棟	 	 　8床）
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お し え て ！

整 形 外 科センター
ってどんなとこ？

人 工 関 節 セ ン タ ー スポーツ整形外科センター リハビリテーションの充実
関節が傷んでしまうと、移動する
ことが難しくなります。それぞれ
の病状、環境にあった治療方針を
提案し、安心確実な治療を行える
ようスタッフ一丸となってサポート
していきます。

靭帯損傷、脱臼、骨折などの外傷
をはじめ、スポーツ特有の障害も
含め的確に診断し、専門の理学
療法士とともに治療を行います。
現在、特化した設備の設置準備を
しています。

01 02 03

関節が痛む、治療をしているがよくならないなど、
体のお悩みをお持ちの方はお気軽にご相談ください。

月～金曜
土曜

☎︎0798-33-0601

≫ 対 象 疾 患

各関節疾患(股、膝、足、肩、手)・捻挫・
脱臼・骨折・スポーツ外傷・障害
骨粗鬆症・脊椎脊髄疾患	など

≫ 整 形 外 科 外 来 診 療 時 間

9:00～12:00／13:30～17:00
9:00～12:00

受付時間 ［月～金曜］8:00～11:30／12:30～16:30	［土曜］8:00～11:30

整 形 外 科 外 来 は 毎 日 診 療 。 さ ら に 受 診 し や す く な り ま し た ！

医師による治療に並行して、病状
に見合ったリハビリテーションを
提供します。入院中の患者さんの
目標は「元気になってはやく帰る」
こと。目標に一日でも早く到達
できるよう治療を行います。
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全人工股関節置換術(THA)って
どんな手術？

骨
折
や
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
に
よ
り
変
形
し
て
し
ま
っ
た
関
節
を
、
金
属
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど
で
で
き
た
人
工
の
関
節
に
置
き
換
え
て
、

も
と
あ
る
場
所
に
も
と
あ
る
形
で
『
痛
み
を
感
じ
な
い
関
節
』
に
す
る
た
め
の

手
術
で
す
。
　

体
の
奥
深
く
に
あ
る
関
節
な
の
で
、
手
術
を
す
る
股
関
節
外
科
医
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
落
と
し
穴
が
存
在
し
、
か
つ
で
は
匠
の
技
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
領
域

で
す
。
し
か
し
近
年
、手
術
器
具
の
進
歩
、支
援
器
具
の
進
歩(

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン)

、

ま
た
先
人
た
ち
の
教
育
法
の
充
実
に
よ
り
、
か
な
り
安
全
な
治
療
へ
改
善
し
て

い
る
手
術
の
一
つ
で
す
。

股
関
節
の
人
工
関
節
置
換
術

整
形
外
科
の
凄
腕
ド
ク
タ
ー
リ
レ
ー

Stryker社製のCTナビゲーション

整
形
外
科
部
長

福
井 

智
一

Q1.
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Q2.手
術
は
や
っ
ぱ
り
痛
い
の
？

痛
い
か
痛
く
な
い
か
と
聞
か
れ
る
と
、「
痛
い
で
す
」
と
答
え
ざ
る
を

得
な
い
の
が
現
状
で
す
。
た
だ
実
際
、
手
術
を
う
け
た
翌
日
の
患
者

さ
ん
た
ち
は
「
痛
く
な
い
け
ど
重
い
」　
と
い
う
感
想
を
持
た
れ
ま
す
。

「
痛
み
」
は
手
術
後
、
体
を
動
か
せ
な
い
理
由
の
大
き
な
原
因
で
す
。

近
年
痛
み
を
除
く
こ
と
は
、
間
接
的
に
術
後

合
併
症
の
予
防
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
で
こ
こ
数
年
、
術
後

の
痛
み
を
無
く
し
、
早
期
離
床
を
は
か
る

工
夫
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

Q3.ど
れ
く
ら
い
で
退
院
で
き
る
の
？

杖
を
つ
い
て
歩
く
程
度
で
あ
れ
ば
、
2
〜
3
週
で
退
院
で
き
ま
す
が
、

早
く
日
常
生
活
に
戻
ら
れ
て
も
痛
み
で
困
っ
て
い
る
方
が
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
術
後
人
工
関
節
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
脚
長
差

が
な
く
な
っ
た
り
、
筋
力
が
回
復
し
た
り
す
る
の
に
2
〜
3
か
月
は

か
か
り
ま
す
。
股
関
節
手
術
に
関
す
る
入
院
期
間
は
最
大
3
ヶ
月
な
の
で
、

そ
の
く
ら
い
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
利
用
し
、
充
実
し
た
訓
練
、
指
導
、

在
宅
で
の
生
活
の
仕
方
を
十
分
体
に

覚
え
さ
せ
る
余
裕
が
あ
る
の
が
特
長
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
社
会
的
に
早
期
復
帰
を

目
指
す
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
い
く

の
が
ベ
ス
ト
と
考
え
て
治
療
計
画
を

立
て
て
い
ま
す
。

結
論
と
し
て
、

「
思
っ
た
ほ
ど
痛
く
な
い
」
が

正
解
で
し
ょ
う
か
？

患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
退
院
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

決
め
ま
す
！

☎︎0798-33-0601

福井先生の担当診療日時
［木曜］9:00～12:00
［金曜］9:00～12:00／13:30～17:00

受付時間 ［月～金曜］8:00～11:30／12:30～16:30［土曜］8:00～11:30

整形外来診療時間
［月～金曜］9:00～12:00／13:30～17:00
［土曜］9:00～12:00

い
か
が
で
し
た
か
？ 

次
回
は
、

整
形
外
科
医
の
神
原
俊
一
郎
医
師
で
す
。

お
楽
し
み
に
！
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当院が取り組む
いろいろな
リハビリ
離床への取り組み

多職種協働と退院支援

Rehabilitative 
Intervention for 
Daily Living（RIDL)

総合的な
リハビリテーション視点

24時間365日
リハビリテーション

入院生活の一番の問題は治療のための安静によりもたら

される廃用症候群であり、当院ではこれを防ぐために

徹底した離床に取り組んでいます。趣味や娯楽を取り

入れた、楽しみを目的とする離床や、生活行為に直結

する目的のある離床を行い、廃用予防に努めます。

目的を持って離床を行うことは、運動や認知機能の

低下を予防するとともに回復への最大の近道となります。

リハビリテーション効果を最大限に引き出すために、

医師はもちろん看護・介護や栄養部などさまざまな専門職

と強力なチームを形成し、全力で在宅復帰へ向け支援

します。 退院にあたってはソーシャルワーカーやケア

マネジャーと協力し、社会資源の活用や介護福祉

サービスについて情報提供とご提案をいたします。

トイレや更衣、歩行など、日常生活のなかで介助が

必要な動作について、リハビリスタッフがピンポイントで

専門的に関わります。 個別・集団リハビリテーションに

加え、一人ひとりに必要な動作へ的を絞ったこの取り

組みは、目標とする動作の早期獲得を可能とし、退院

へと導きます。

理学療法士（PT）・作業療法士（OT）・言語聴覚士

（ST）はそれぞれの職種の専門性を高めながら、お互い

を知り･ 認め、そして情報を共有しています。 特に

在宅のリハビリテーションでは患者さんの異常や問題を

発見することもあり、その場ですぐに対応策を提案できる

よう総合的な視点でリハビリテーションを提供しています。

どんな時でもリハビリテーションを提供します。当院では、

夜間の動作にもアプローチを実施しています。夜間の

トイレ動作や移動は転倒などのリスクも高く、介助に入る

ことでリスク回避や機能向上につなげていきます。退院後

の生活環境や介助法を検討するうえでも夜間の状況

把握は大切です。
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集団リハビリテーション

摂食嚥下
リハビリテーション

膀胱直腸機能
リハビリテーション

ホームワークの推進 在宅分野での取り組み

個別リハビリテーション

治療のための安静による廃用症候群を防ぐため、当院

では人とのふれあいや楽しみの要素を取り入れた

小集団（5 〜 10 名）でのリハビリテーションを行って

います。1 日 1 〜 3 時間、スタッフがさまざまなプロ

グラムを提供し、運動や認知機能の低下の予防と回復

をサポートします。

高齢者は疾病などで状態が悪化した場合、嚥下

（飲み込み）機能が低下し疾病は治癒したものの、

食事ができず在宅復帰できない状態になることがあります。

そうしたことを防ぐため、言語聴覚士 (ST)を中心に

入院後早期から嚥下機能を評価し、適切な食事で

機能訓練を行なっていきます。

尿意・便意の回復とトイレ動作の獲得は、在宅復帰を

目指すリハビリテーションにおいて、摂食嚥下と並ぶ

最重要課題のひとつです。自らの意志で、自らトイレで

排泄を行う。この当たり前の行為を入院後早期から

行っていただけるように全力でサポートしています。

個別や集団のリハビリテーション以外の時間を有効に

活用していただくため、積極的に取り組めるよう一人

ひとりに応じたホームワークを担当スタッフが考え提案

しています。 体を動かす時間を増やしていくことで、

早期退院へつながります。

患者さんが安全で安心できる在宅生活を継続できるよう、

外来リハビリテーション、デイケア・訪問リハビリ

テーションを提供しています。在宅生活での不安や

問題点に直結したリハビリテーションの提供やアドバイス

など、患者さんのより良い在宅生活を支援します。

理学療法士 (PT)・作業療法士 (OT)・言語聴覚士

(ST) が個別リハビリテーションを実施します。運動機能

や認知機能、嚥下機能など患者さんの状態を総合的

に評価し、一人ひとりにあったリハビリテーションを集中

的に提供することで在宅復帰をサポートします。

ロボット
リハビリテーション

近年、脳卒中や脊髄損傷に対して、ロボット機器を

用いたリハビリテーションが注目されています。麻痺など

の後遺症を持つ方に対し、より効果的に身体機能が

改善する可能性があります。当院でもリハビリ業界に

おける最先端のロボット機器である、Honda 歩行アシ

ストを導入しています。各リハビリスタッフが研鑽を積み、

積極的なリハビリテーションを提供します。
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ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り

再
生
す
る
ん
だ
ね

カルシウム

骨
血管

破骨細胞が酸や酵素を出して、骨を溶かします。
このことを、「骨吸収」といいます。

骨芽細胞が「骨組み」の役割
を果たすコラーゲンと、「のり」
の役割を果たすタンパク質
をつくり、そこに血液中の
カルシウムがくっついて骨が
作られます。
このことを、「骨形成」といい
ます。

骨芽細胞

破骨細胞

約150日（5ヶ月）
骨吸収 ⇄ 骨形成

　Dr福井からのヒトコト

骨は、適度な刺激を与えることで形成が促されます。状態に合った適切な運動と、
正しい生活習慣を送るようにしましょうね！

整形外科部長
福井 智一 医師

骨の代謝について part1

代謝という言葉を聞いて真っ先に骨を思い浮かべる人はいないでしょう。

骨にも髪の毛や皮膚のように常に新しい組織を作っては(骨形成)、

壊されていく(骨吸収)という新陳代謝が存在します。骨の中にも血管

が貫くように走っていて、栄養を送り続けているのです。骨代謝の

一回転は150日とも言われています。どうりで代謝なんかしてなさ

そうですね。どうりで骨折が治るまでは時間がかかるものですね。

どうぞ骨が治るのを、ゆっくり見守ってやってください。
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ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り

再
生
す
る
ん
だ
ね

カルシウム

骨
血管

破骨細胞が酸や酵素を出して、骨を溶かします。
このことを、「骨吸収」といいます。

骨芽細胞が「骨組み」の役割
を果たすコラーゲンと、「のり」
の役割を果たすタンパク質
をつくり、そこに血液中の
カルシウムがくっついて骨が
作られます。
このことを、「骨形成」といい
ます。

骨芽細胞

破骨細胞

約150日（5ヶ月）
骨吸収 ⇄ 骨形成

小 児 科 外 来 診 療 時 間

☎︎0798-33-0601
月～金曜　9:00～12:00／13:00～17:00

受付時間 ［月～土曜］8:00～11:30／12:30～16:30

土曜　9:00～12:00／13:30～17:00

おねしょと夜尿症はどう違うの？

違いはズバリ年齢です。診療ガイドライン2016では、「5歳以上で就眠中
の尿失禁が1か月に1回以上で3ヶ月以上続くもの」を夜尿症としています。
おねしょは5歳で大半なくなります。いずれ治癒すると思われがちですが、
自然治癒は毎年15～17％と意外と少ないのです。早めに受診いただくと、
治る確率が高まるとされています。原因は①夜間多尿（夜間尿が多く作ら
れる）②排尿過活動（膀胱が小さい）③覚醒しない等があげられます。他に、
腎臓疾患、心因性、内分泌疾患、脊椎疾患、神経疾患等も存在する場合が
あります。治療では最初、排尿訓練等により経過を追っていきますが、
続く場合は抗利尿ホルモン等による薬物療法が必要となります。自然学校等、
学校行事が開始される頃には本人家族とも精神的な不安を生じ、本人の
自尊心が学校生活にも影響が出る場合があります。
　　　心配と感じた時には早めに受診をお勧めします。

院長 小児科
井上 馨 医師

た
だ
の
お
ね
し
ょ
と

あ
な
ど
る
ニ
ャ
か
れ
！
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科目 時間帯 月 火 水 木 金 土

整形外科

午前

9:30〜
諸岡

（膝関節外科）
増本 福西

（股関節外科）
福井（智）

（股関節外科）
福井（智）

（股関節外科）
担当医

（藤原／樋口）

9:30〜
福西

（股関節外科）

9:30〜
神頭

9:30〜
橘

（脊椎外科）
合志 増本 神原

（膝関節外科）

午後

13:30〜
神原

（膝関節外科）

13:30〜
合志

13:30〜
神原

（膝関節外科）

13:30〜
増本

13:30〜
福井（智）

（股関節外科）
ー

ー ー ー ー
15:00〜

高木
（肩関節外科）

内科

午前 小林 吉積 徳川 倉知 太田 上山

午後 13:30〜
徳川

13:30〜
吉積 中山 安藤 中山 ー

小児科

午前 井上 井上 井上

松本
澤木

（第1・３・５週）
柴野

（第2・4週）

井上

井上 井上 村谷

午後

14:00〜16:00
澤木

一般外来・腎外来
※腎外来のみ予約制

14:00〜16:00
石蔵

予防接種
※予約制

13:30〜15:00
井上

※予約制
増田（祥）

13:30〜15:00
大塚

予防接種・血液外来
乳児発達外来
※全て予約制

13:30〜
井上

井上 ー 15:00〜
井上 ー 13:30〜

井上

脳神経外科

午前

ー

ー

ー

ー

ー ー

午後 14:00〜16:00
吉田

14:00〜16:00
沼

眼科

午前 増田（明） 増田（明） 増田（明） 横山 増田（明）
（第4週 休診）

〜11:00
増田（明）

午後 ー コンタクトレンズ外来
※予約制 ー ー ー ー

皮膚科

午前 中川

ー ー ー ー

永井

午後 ー ー

■診療時間　9:00〜12:00／13:00〜17:00
■総合受付・ご予約　0798-33-0601（電話受付時間 8:00〜11:30／12:30〜16:30）
 ※休診・代診の場合がございますのでお問い合わせください。

外来診察担当医表 平成29年10月〜



アクセス

西宮
阪神電鉄本線

JR東海道本線

国道 2号線

阪神高速 3号神戸線

浜夙川橋

打出

芦屋 さくら夙川

川添派出所
● 

香櫨園 阪神高速3号神戸線	（西行）芦屋出口より約7分
	 （東行）西宮出口より約7分
阪神高速5号湾岸線	 （西行）西宮浜出口より約7分
	 （東行）南芦屋浜出口より約7分

どなたでもご乗車できる、無料送迎バスを運行しています。

〒662-0957	兵庫県西宮市大浜町1番4号

☎	0798-33-0601

阪神電鉄本線	香櫨園駅より南へ徒歩約13分

無料送迎バス時刻表

車の場合

電車の場合

病院発
阪神
香櫨園駅
（降車専用）

JR
さくら夙川駅

阪急
夙川駅

阪神
香櫨園駅
（乗車専用）

病院着

9時台 9:05 ―  9:20  9:25  9:35  9:45

10時台 10:05 ― 10:20 10:25 10:35 10:45

11時台 11:05 ― 11:20 11:25 11:35 11:45

12時台 12:05 ― 12:20 12:25 12:35 12:45

13時台 13:05 ― 13:20 13:25 13:35 13:45

14時台 14:05 ― 14:20 14:25 14:35 14:45

15時台 15:05 ― 15:20 15:25 15:35 15:45

16時台
16:05 ― 16:20 16:25 16:35 16:45

16:50 降車専用 降車専用 降車専用 ― ―

※満席になり次第出発いたします。停留所以外での乗降はできません。ご理解いただき、ご利用くださるようお願いいたします。


